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 B群溶血性レンサ球菌（Group B Streptococci : GBS）は、本来ヒトの腸管や膣内の常在
菌であるが、新生児・髄膜炎あるいは敗血症の起炎菌となり得る。妊婦の10 - 20%は腸管
や膣にGBSを保菌しているとされ、このため日本産科婦人科学会によって新生児のGBS
感染を防ぐ目的でガイドラインが作成された。妊婦のGBS保菌をスクリーニングし、分
娩前から妊婦に抗菌薬投与を行うという方法である。これにより生後7日未満の早発型
GBS感染症は減少したが、生後7日から3か月までに発症する遅発型GBS感染症は増加傾
向にあるとも報告されている。 
 本研究では、GBSを保菌している妊婦に対する抗菌薬予防投与が、新生児のGBS保菌
に与える影響について明らかにすることを目的とした。2014年10月から2015年5月の期間
に、4つの市中病院で出生した新生児を対象とした。生後1週間と生後1か月の時点の鼻咽
腔ぬぐい液と肛門ぬぐい液を採取し、一般培養検査とreal-time polymerase chain reaction 
（PCR）でGBSの保菌を検索した。病原性に関わるGBSは検出された場合、莢膜型と
multilocus sequence typing（MLST）を行った。 
 期間中に730人が対象となり、そのうち64人（8.8%）の児がGBSを保菌していた。GBS
保菌妊婦は107人であったが、そのうち101人（94.4%）は分娩時に抗菌薬予防投与を受け
ていた。しかしそれらGBS保菌妊婦から出生した19.6%の児がGBSを保菌していた。この
値はGBS非保菌妊婦から出生した児のGBS保菌率6.5%と比較すると有意に高率であっ
た。GBS保菌かつ抗菌薬予防投与を受けた妊婦から出生した児は、生後1週間ではGBSを
保菌せず、生後1か月にGBS保菌に転じている例が多かった。莢膜型はV型25%、III型
23.4%が主であった。病原性の高いST17は1株のみであった。 
 本研究は日本の新生児GBS保菌率を調査した初めての研究であり、海外からの報告と
比較し、日本の新生児GBS保菌率は低いことが明らかにできた。また生後1週間ではGBS
陰性、生後1か月で陽性に転じた児に関しては次のように推測された。妊婦への抗菌薬予
防投与で一時的に妊婦のGBS菌量は減少するがGBSを完全に除去することはできない。
検出感度以下の菌量のGBSは新生児に移行し、その後1ヵ月間で児の消化管内などにおい
て菌数が次第に増加すると推測される。つまり、妊婦の予防抗菌薬投与は児の早発型
GBS感染症は減らすが、遅発型GBS感染症減少への効果は弱いと判断された。妊婦の予
防抗菌薬投与の効果には限界があることを認識し、生後1か月以降で感染兆候を示す児に
は、GBS感染症を考慮すべきである。  
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